
第 21 回全国大会 1 日目 7 月 9 日（土） 

08:30～ 受付 《鶴甲第 1 キャンパス E 棟 401》 

09:00～10:30 自由論題 A・B・C 

自由論題 A 

「日本と近現代」 

司会： 

ウィルソン・エイミー 

（山口県立大学） 

《F101》 

日本近代化への歩みに対する知識人の警鐘—朝河貫一を中心に 

渡邊 剛（早稲田大学 アジア太平洋研究科博士後期課程） 

なぜ日系ハイクの俳人がブラジルハイカイに進出したのか—雑誌『雪』『PORTAL』

との関わりから 白石 佳和（高岡法科大学准教授） 

Internationalization at Japanese Universities: The Challenges of Reforming “Insular” 

Organizational Practices Theo Šlogar （龍谷大学 国際文化学研究科博士後期課程） 

自由論題 B 

「戦争・平和・価値創造」 

司会： 

大形 利之（東海大学） 

《F102》 

近代性の克服—アフリカの文化とローカルナレッジへの偏見と差別の根源 

鍋島 孝子（北海道大学教授） 

戦争記憶と日系人表象—「モデル・マイノリティ」言説と「日本人論」の関連性に

注目して 阿部 純（東北大学 国際文化研究科博士後期課程） 

「非核都市宣言」と草の根における平和問題—「岡垣町核兵器廃絶平和の町宣言」

を事例に 大和 裕美子（九州共立大学准教授） 

自由論題 C 

「社会を再建・構想する」 

司会：湯浅 拓也 

（大阪産業大学）《E401》 

剣とペンと台湾引揚者—松川久仁男にみる戦後沖縄の再建 

菅野 敦志（共立女子大学教授） 

全体主義に抗する全体主義？—第二次世界大戦勃発期のスイスにおける社会構想 

葉柳 和則（⾧崎大学教授） 

10:45～12:15 自由論題 D・E 

自由論題 D 

「ジェンダーとメディア」 

司会： 

杉村 美紀（上智大学） 

《F101》 

称賛されるニッポン―東京 2020 夏季オリンピック関連報道を事例として 

齋藤 大輔（青山学院大学地球社会共生学部准教授） 

日中のテレビドラマにおける独身女性表象—『問題のあるレストラン』と『歓楽

頌』の比較から 呉 程穂（⾧崎大学 多文化社会学研究科博士後期課程） 

国際的な音楽交流における仲介者の役割—テレビマンユニオン制作の音楽ドキュメ

ンタリー番組を事例に 山田 直子（商社勤務・放送大学大学院修士課程修了生） 

自由論題 E 

「移住・移民」 

司会： 

目黒 志帆美 

（石巻専修大学） 

《F102》 

Armenian Refugees in Early 20th c. Japan 

Meline Mesropyan（GSICS fellow, Tohoku University） 

在日朝鮮人の国際移動に関する史的考察—権利と「許可」の狭間で 

崔 紗華（同志社大学助教） 

「テレワーク移住」へと連なる「逃れる」と「求める」の諸相—「ライフスタイル

移住」の変遷から考える 山本 悟（山口県立大学 国際文化学研究科修士課程） 

12:15～13:15 昼休み       大学院生交流会／理事交流会 

13:15～15:15 共通論題１ 

共通論題１「地域社会の国

際文化：『歴史総合』を機

に考える神奈川の地域史」 

司会：加藤 恵美 

（帝京大学）《E401》 

発表者 

藤田 賀久（多摩大学講師） 

加藤 恵美（帝京大学講師） 

中山 拓憲（神奈川県立湘南高校世界史教員） 

コメンテーター                 都丸 潤子（早稲田大学教授） 

15:30～17:30 シンポジウム A 

シンポジウム A 

「国際文化学の今日—移民

と多文化共生」 

司会：工藤 晴子 

（神戸大学）《E401》 

基調講演 21 世紀におけるアメリカ合衆国の移民・難民問題 

小井土 彰宏（亜細亜大学） 

パネルディスカッション 日本におけるベトナム移民 野上 恵美（武庫川女子大） 

EU 圏のディアスポラ 松井 真之介（宮崎大学） 

パネリスト：野上 恵美、松井 真之介、小井土 彰宏 

17:30～18:00 情報交換会 



第 21 回全国大会 2 日目 7 月 10 日（日） 

08:30～ 受付 《鶴甲第 1 キャンパス E 棟 401》 

09:00～10:30 自由論題 F・G・H 

自由論題 F 

「芸術とヴィジョン」 

司会： 

趙 貴花 

（名古屋商科大学） 

《F101》 

1900 年パリ万博のルイユに見るアクセリ・ガッレン＝カッレラの選択 

田中 佑実(北海道大学専門研究員／非常勤講師） 

鄭伯奇の革命文学観について—『帝国之栄光』と『軌道』を中心に 

曽 小蘭（東北大学 国際文化研究科博士後期課程） 

変容不可能な文化要素としての「永遠」の主題—プルーストのボードレール受容に

基づく文化触変モデル理論拡張の試み 高橋 梓（近畿大学准教授） 

自由論題 G 

「文化交流・文化外交」 

司会： 

芝崎 厚士（駒澤大学） 

《F102》 

戦前期の奈良を舞台とする「広報文化外交」—海外要人の訪問先から見える日本の

自画像 藤田 賀久（多摩大学講師） 

韓国民衆歌謡が映し出す文化的表象性—朝鮮半島の南北関係 

齋藤 絢（名古屋外国語大学准教授） 

シンガポールにおける自国像形成—インターナル・ブランディングの観点から 

坂口 可奈（北海商科大学講師） 

自由論題 H 

「家族・記憶・建築」 

司会： 

川崎 賢一（駒澤大学）

《E401》 

家族の「外部不経済」—現代社会の「家族」の限界を考える 

相原 征代（北陸大学准教授） 

沖縄移民と「よりどころ」—アルゼンチンにおける移民たちの紐帯と文化 

月野 楓子（沖縄国際大学講師） 

建造物の「破壊と再生」過程と文化的記憶の在処をめぐって—ベルリン王宮再建に

関わる議論から考察する 斉藤 理（山口県立大学教授） 

10:45～12:45 共通論題２・３ 

共通論題 2 

文化と大衆—文化の「大衆

性」と「多様性」」 

代表者・司会：鈴村 裕輔

（名城大学）《F101》 

幕末維新期の日本における文化接触とその影響 

鈴村 裕輔（名城大学准教授） 

大衆文化としての民間伝承の受容—『⿁滅の刃』竈門禰豆子の「口」をめぐる不思議 

植 朗子（神戸大学協力研究員） 

コメンテーター            飯森 明子（早稲田大学特別センター員） 

共通論題 3 「アドボカシ

ー・デモクラシー・多文化

共生 国際文化学からみた

高橋良輔の学問的意義」 

代表者・コメンテーター： 

芝崎 厚士（駒澤大学） 

司会：馬場 孝（静岡文化

芸術大学名誉教授）《F102》 

「引き裂かれた国際協力 NGO—アドボカシー活動を取り巻く政治空間の伸縮」 

大山 貴稔（九州工業大学） 

「公共性の再構造転換？アドボカシー・ポリティクスと国際公共性の再考」 

西海 洋志（聖学院大学） 

12:45～13:30 昼休み・総会・第 12 回平野健一郎賞授賞式《E401》 

13:45～14:45 フォーラム 学会 20 周年記念事業《E401》 

15:00～17:00 シンポジウム B 

シンポジウム B 

「国際文化学の現在と未来 

—世界から宇宙を考える、

宇宙から世界を考える」 

司会：岡田 浩樹 

（神戸大学／宇宙人類学研

究会）《E401》 

基調講演 地球／月圏での人間社会の構築に向けた人文・社会科学研究 

柳川 孝二（元 JAXA 有人宇宙技術開発、宇宙飛行士の訓練や搭乗調整を担当。

2008 年宇宙飛行士選抜を担当／現：宇宙人文社会科学研究会世話人） 

パネルディスカッション 

パネリスト：清水 順一郎（JAXA、元筑波宇宙センター所⾧） 

立花 幸司（千葉大学） 

ディスカッサント：樋口 清司（JAXA 元副理事⾧） 

全体ディスカッション 


